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平
成
24
年
度 

勝
山
市
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
の
報
告

〜
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昨

年
度
は
次
の
よ
う
な
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
も
夏
休
み
の
被
災
地
の
子
ど
も

受
け
入
れ
や
被
災
地
の
物
品
販
売
を
中
心
に
、
支

援
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

　
　

☎
88
‐
１
１
１
５

【平成24年度の支援活動】

活　動　項　目 活　動　内　容

被災地の子ども
受け入れ

7/27 ～ 7/31　陸前高田市児童４名が平泉寺小学校児
童と交流
8/1 ～ 8/4　南相馬市児童８名が野向・村岡小学校児童
と交流

被災地物品の販売 もんぜん市など市内のイベントで出店販売

なみえ焼そばの招致 勝山左義長まつりになみえ焼そばチームを招待

陸前高田市長招へい 10/14　戸羽 太 陸前高田市長を招待し、講演会および
山岸市長とのトーク会を開催

一時移住者支援 7/13　一時移住者と市の意見交換会
7/18　一時移住者が山岸市長と面談

希望の灯り点灯 2/25～ 3/15　市役所および社会福祉協議会で点灯

陸前高田市長を迎えて 夏休みの子ども受け入れ事業

　
「
被
災
し
た
自
治
体
の
力
に
な
り
た
か
っ

た
。」
と
話
す
松
井
主
任
は
、
全
国
市
長
会

か
ら
の
派
遣
要
請
に
応
じ
、
東
日
本
大
震
災

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市

へ
、
昨
年
の
10
月
１
日
か
ら
今
年
の
３
月
31

日
ま
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
仙
沼
市
役
所
に
は
10
月
１
日
時
点
で
全

国
各
地
か
ら
約
80
人
の
職
員
が
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
な
か
で
松
井
主
任
は
農
林
課
に

配
属
さ
れ
、
農
林
道
の
災
害
復
旧
工
事
を
担

当
し
ま
し
た
。

■
復
興
の
遅
れ

　

松
井
主
任
が
現
地
を
見
て
、
ま
ず
感
じ
た

こ
と
は
、〝
全
然
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
〞。

　

昨
年
５
月
の
時
点
で
、
が
れ
き
撤
去
は
ほ

ぼ
終
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
目
に
見
え

る
形
で
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、

着
任
し
た
10
月
は
、
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
復

興
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
た
頃
で
し
た
。

■
被
災
地
の
現
状

　

気
仙
沼
市
は
、
地
震
の
影
響
で
市
全
体
が

約
70
セ
ン
チ
沈
下
し
、
こ
れ
に
よ
り
海
岸
線

は
内
陸
側
に
近
づ
き
、
農
林
道
を
は
じ
め
と

す
る
イ
ン
フ
ラ
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、

松
井
主
任
は
農

林
業
施
設
の
災

害
復
旧
に
従
事

し
、
遅
れ
て
い

た
国
等
へ
の
復

興
関
係
の
申
請

等
の
準
備
が
よ

う
や
く
整
っ
て

き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
「
目
に

見
え
る
形
で
の
復
興
は
１
年
後
く
ら
い
に
な

る
。」
そ
う
で
す
。

　

松
井
主
任
は
、「
復
興
は
ま
だ
ま
だ
先
の

話
。
ど
ん
な
形
で
も
い
い
か
ら
、
支
援
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
被
災
者
の
皆

さ
ん
は
、
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い

て
、
被
災
地
の
現
状
を
少
し
で
も
知
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
る
一
方
、「
今

後
は
被
災
地
で
の
経
験
を
仕
事
に
も
生
か

し
、
ま
た
、
経
験
し
て
き
た
現
状
を
伝
え
て

い
き
た
い
。」と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
と
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら
半
年
間
、

建
設
課
の
松
井 

猛 

主
任
（
当
時
は
主
査
）
を
被
災
地
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

被
災
地
へ
ど
ん
な
形
で
も
支
援
を
！

被 災 地

派 遣 職 員

インタビュー

松井　猛さん（40）
＝建設課 主任＝
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計画を推進するための５つの視点

本計画での重点的な取り組み

計画の推進体制

学習機会の提供、
啓発活動の推進

審議会等への
クオータ制※6の導入、
行政協力員※7への
女性の参画推進

配偶者等からの暴力
（ドメスティック・バイオレンス（DV））

防止対策

ワーク・ライフ・バランス
の推進

ノーマライゼーション、
バリアフリーの実現

１．審議会等の構成員における男女の割合の偏りをなくします。
２．各地区の運営に女性が参画できるよう支援します。
３． 配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ））
の根絶に向けて取り組みます。

市　民
地域、事業所、学校など

勝山市男女共同
ネットワーク

勝山市男女共同
参画審議会

勝山市

国、県、関係機関

計画の詳しい内容につきましては、市のホームページをご覧ください。
問　未来創造課（市役所２階）　☎88－1115　FAX 88－1119

計画の推進

※６　クオータ制： 性別を基準に、一定の比率を割り当てる制度。公的機関・委員会等の構成員の男女比率に偏
りがないようにする仕組み。

※７　行政協力員： 勝山市独自の制度で、行政からの連絡事務や地域の意見を行政に反映させるための業務等を
行う、行政と地域の橋渡し役。現在は区長に委嘱している。

　「男女共同参画社会の実現」に向けて、市民、地域、事業所、行政、関係機関が
協働して取り組みます。


